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のもある｡これらの物質を作成すると き に は ,
数種のポリタイプが混って得られ て い る こ と
















ように,これまでになされた研究に は , ま だ
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となるoここで ¢-q-若Jdxd(x)eiq●xであるoここでは簡単のため,外場 銅 ミ±q成分の
みを持っとする｡このときハミルトニアンは
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)竺 In(iP ) (3-12)
N方 ′ 2 ＼kBT
となり,ある温度TTでn 2kF-0とな-てしまうoこのとき格子には,波数 2kF の有限の振
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4-意 e 2wikR ∑e2WirL●(kJ o' (5-2)a
となる｡ Rは試料から十分遠い観測点までの距離である｡反射強度は1両2に比例するから,
結局形状因子






































次に(卜 9)の第2項は sinx-去 (eixl 了ix)を使うと
Jf(2万hu)は te2項 h'0)n1- e2WHh-6)nl｡ 2nl (5-10)
となる｡したがって,A±Oが整数となるところでJ至(27Thu)Fこ比例した強度を持つ新しい反
射が現われる｡これらの反射は Bragg反射の両わきに現われ, (1次の)衛星反射 (sateト
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図9-9 スイッチングの例
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(1) レビューのシリー ズとして,理論,実験を含んだものに,Physicsand Chemistry
ofMaterialswithLow-DimensionalStructures(D.Reidel社 )がある｡(実験
は主に無機の一次元系 )
(2) 層状二次元物質についても似たシリー ズがやはりD.Reidel社から出版 されている｡電
荷密度波の物性に関してはWilson,DiSalvo& Mahajan (AdvancesinPhysics,
vol.24(1975年)pl17-)がよい｡
(3)SlidingについてはGruner,Zettl(PhysicsReports,vol.119(1985年)p117一)
が最も詳しいが著者の主張も濃い｡
(㊥ Slidingの機構についてのBardeenの理論については全 く触れていない｡
Z.Physik B67(1987)p427の論文およびその引用文献を参照のこと.
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